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2西川町議会だより 第105号　3 モニターの声 （表紙）子どもの真剣な眼差しがとても良いですね。
※メゾネット型とは、集合住宅の１住居が２階建てになっているタイプ

６月
定 例 会

～歴史民俗資料館への整備工事に着手～

　

旧
川
土
居
小
学
校
の
校
舎
部

分
の
２
階
及
び
３
階
を
歴
史
民

俗
資
料
館
と
し
て
整
備
す
る
た

め
の
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

５
社
に
よ
る
指
名
競
争
入
札

の
結
果
、
以
下
の
と
お
り
契
約

す
る
こ
と
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
１
階
は
地
域
の
方
々

に
よ
る
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
「
か

わ
ど
い
亭
」
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
農
家
民
泊
関
係
施

設
と
し
て
の
整
備
も
計
画
さ
れ

て
お
り
、
今
後
、
町
に
賑
わ
い

を
生
み
出
す
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

昨
年
度
、
み
ど
り
団
地
内
に

建
設
し
た
定
住
促
進
住
宅
の
南

側
に
、
新
た
な
定
住
促
進
住
宅

を
建
設
す
る
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

５
社
に
よ
る
指
名
競
争
入
札

の
結
果
、
２
ペ
ー
ジ
下
段
の
と

お
り
契
約
す
る
こ
と
を
可
決
し

ま
し
た
。

歴
史
民
俗
資
料
館
整
備
工

事
と
同
じ
よ
う
に
規
模
が

大
き
く
、
建
築
と
土
木
の
両
方

の
工
事
が
あ
る
場
合
、
町
内
の

建
築
業
者
と
土
木
業
者
が
共
同

で
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
か
。

　

３
社
に
よ
る
指
名
競
争
入
札

を
実
施
し
た
結
果
、
２
ペ
ー
ジ

下
段
の
と
お
り
契
約
す
る
こ
と

を
可
決
し
ま
し
た
。

３
年
前
に
購
入
し
た
除
雪

ド
ー
ザ
と
比
較
し
て
購
入

金
額
が
１
０
０
０
万
円
も
高
い

が
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

今
回
は
ロ
ー
タ
リ
ー
装
置

の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
付
き

の
ド
ー
ザ
で
あ
る
。
通
常
は
排は

い

土ど
ば
ん板

を
使
用
す
る
が
、
季
節
に

応
じ
て
ロ
ー
タ
リ
ー
装
置
を
着

　

町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の

給
料
月
額
を
30
年
７
月
か
ら
31

年
３
月
ま
で
の
間
、
そ
れ
ぞ
れ

10
％
、
５
％
、
３
％
削
減
す
る

条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

以
前
か
ら
続
い
て
い
る
独

自
の
削
減
だ
が
、
他
町
で

は
止
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

削
減
分
に
つ
い
て
は
、
一
般

財
源
化
せ
ず
、
子
育
て
支
援
や

介
護
激
励
金
な
ど
「
見
え
る

化
」
が
必
要
で
は
な
い
か
。

そ
も
そ
も
行
財
政
改
革
の

一
環
と
し
て
始
ま
り
、
当

初
か
ら
特
定
の
事
業
に
振
り
分

け
る
と
い
う
趣
旨
で
は
な
か
っ

た
。
今
後
も
全
般
的
な
使
い
方

を
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　

平
成
30
年
６
月
定
例
会
は
、
６
月
５
日
か
ら
12
日
ま
で
の
８
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

・
町
か
ら
は
30
年
度
一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
、
病
院
事
業
会

　

計
の
補
正
予
算
４
件
の
ほ
か
、
条
例
の
一
部
改
正
１
件
、
工
事

　

請
負
契
約
締
結
２
件
、
財
産
の
購
入
１
件
が
提
出
さ
れ
、
慎
重

　

に
審
議
し
た
結
果
、
全
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

・
請
願
３
件
の
う
ち
１
件
を
継
続
審
査
と
し
、
２
件
を
採
択
の
上
、

　

議
員
発
議
に
て
意
見
書
の
提
出
を
可
決
し
ま
し
た
。

・
一
般
質
問
は
３
人
の
議
員
が
３
件
に
つ
い
て
行
い
ま
し
た
。

・
第
３
セ
ク
タ
ー
の
西
川
町
総
合
開
発
株
式
会
社
と
株
式
会
社
米

　

月
山
の
経
営
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

生まれ変わる旧川土居小

展示ルームイメージ（実物とは多少異なります。）

【除雪ドーザ購入】
購入金額：2005万5600円
購 入 先：コマツ山形㈱
　　　　　山形支店
購入方法：指名競争入札
購入車名：除雪ドーザ１台
　　　　　（11t級）
納　　期：31年3月29日

【定住促進住宅建設工事】
契約金額：8532万円
契約の相手方：㈱佐藤建設
契約の方法：指名競争入札
建物の概要：木造２階建て
(※)メゾネット型3LDK　１棟４戸

延べ床面積：317.98㎡
工　　　　期：30年12月28日

【歴史民俗資料館整備工事】
契約金額：5972万4千円
契約の相手方：㈱佐藤建設
契約の方法：指名競争入札
工 事 概要：２階を展示室に
　　　　　 ３階を収蔵庫に
延べ床面積：1579㎡
工　　　期：31年2月28日

２
階
を
展
示
室
に
、
３
階
を
収
蔵
庫
に

新
た
に
１
棟
４
戸
を
建
設ロ

ー
タ
リ
ー
と
の
使
い
分
け
が
可
能

給
与
削
減
継
続

歴
史
民
俗
資
料
館
整
備
工
事
請
負
契
約
締
結

定
住
促
進
住
宅
建
設
工
事
請
負
契
約
締
結財

産
（
除
雪
ド
ー
ザ
）
の
購
入

特
別
職
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

事
前
に
審
査
を
受
け
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る

ジ
ョ
イ
ン
ト
を
組
ん
で
の
入
札

参
加
は
可
能
。
過
去
に
そ
う
い

う
事
例
が
あ
っ
た
と
記
憶
し
て

い
る
。平

成
29
年
度
に
建
て
た
定

住
促
進
住
宅
の
入
居
状
況

と
、
町
外
の
若
者
か
ら
入
居
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
募
集
の
範

囲
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

６
戸
中
４
戸
の
申
込
み
と

な
っ
て
い
る
。
募
集
の
範

囲
と
し
て
、
基
本
的
に
「
お
知

ら
せ
」
で
の
周
知
の
ほ
か
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
募
集
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
30
年
度
は
県
の
広
報

等
を
通
じ
て
県
外
へ
の
周
知
も

考
え
て
い
る
。

け
ら
れ
る
よ
う
改
造
し
て
お
り
、

若
干
高
め
の
金
額
を
要
し
た
。

納
期
が
３
月
末
な
の
は
当

初
の
考
え
に
よ
る
も
の
か
。

そ
れ
と
も
業
者
側
の
都
合
か
。

最
近
は
完
全
受
注
生
産
だ

が
、
発
注
の
遅
れ
等
で
は

な
く
排
ガ
ス
規
制
対
応
の
関
係

で
納
期
短
縮
が
難
し
い
。
た
だ
、

現
在
も
業
者
と
調
整
中
で
、
で

き
る
な
ら
今
年
中
に
納
入
さ
せ

た
い
。

問問

問

問

問

答答

答

答

答
指
名
業
者
５
社
の
う
ち
町

内
業
者
は
１
社
の
み
だ
が
、

町
内
で
工
事
を
取
り
扱
え
る
業

者
が
い
な
か
っ
た
の
か
。

指
名
業
者
選
定
審
査
会
に

よ
り
決
定
し
て
い
る
。建
築

工
事
に
つ
い
て
は
一
定
の
金
額
に

よ
り
指
名
す
る
業
者
の
数
も
内

規
で
定
め
て
い
る
。建
築
工
事
に

関
す
る
町
内
の
指
名
登
録
業
者

は
２
社
だ
が
、工
事
の
規
模
や
内

容
、町
内
に
お
け
る
そ
の
他
の
土

木
工
事
の
入
札
状
況
な
ど
を
考

慮
し
、１
社
と
し
た
。

問答

この事業に
ぐっと注目！

既存の定住促進住宅

町　道

町

　道

町

　道

新たに建設する
定住促進住宅

Ｎ



4西川町議会だより 第105号　5 モニターの声 （３月定例会）英語やカタカナが多いと老人には理解できない。

事
業
の
点
検
、
評
価

の
手
法実

施
し
た
事
業
の
点

検
、
評
価
は
国
保
運

営
協
議
会
で
行
う
と
し
て

い
る
。
ど
う
進
め
る
の
か
。

今
年
２
月
に
開
催
し

た
国
保
運
営
協
議
会

で
、
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況

を
報
告
し
て
い
る
。
点
検
、

評
価
の
時
期
に
つ
い
て
は
、

プ
ラ
ン
の
中
に
「
決
算
確

定
後
に
行
う
」
と
明
記
し

て
お
り
、
９
月
定
例
会
の

後
の
国
保
運
営
協
議
会
で

行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

整
形
外
科
の
体
制
強
化

　
　

整
形
外
科
の
医
療
体

　
　

制
を
充
実
強
化
す
べ

き
だ
。

　

整
形
外
科
の
多
く
の
患

者
が
町
外
に
流
れ
て
い
る
。

リ
ハ
ビ
リ
を
含
め
医
療
体

制
の
充
実
強
化
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

整
形
外
科
は
町
立
病

院
の
「
※
標

ひ
ょ
う

榜ぼ
う

診
療

科
目
」
で
、
専
門
の
医
師

は
い
な
い
。
整
形
外
科
医

の
派
遣
を
山
大
や
県
な
ど

に
要
請
し
て
い
る
が
、
状

況
は
厳
し
い
。

　

町
外
に
整
形
外
科
の
患

者
が
流
れ
て
い
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
が
、
も
と

も
と
当
院
に
通
っ
て
い
る

整
形
外
科
の
患
者
も
お
り
、

町
外
に
通
っ
て
い
た
患
者

が
当
院
に
戻
っ
て
く
る
ケ

ー
ス
な
ど
も
あ
る
。

　

現
在
は
院
内
で
の
リ
ハ

ビ
リ
稼
働
率
を
徐
々
に
上

げ
て
い
く
方
向
で
運
営
し

て
い
る
。
理
学
療
法
士
を

増
員
す
る
方
向
で
検
討
し

て
い
る
が
、
求
人
に
対
す

る
募
集
が
な
く
苦
慮
し
て

い
る
。

医
師
４
人
体
制
確
保

今
年
度
で
院
長
が
定

年
退
職
す
る
と
聞
い

た
。
医
師
４
人
体
制
を
ど

う
確
保
す
る
の
か
。

　

ま
た
、
退
職
後
の
医
師

の
再
任
用
は
あ
る
の
か
。

次
期
院
長
を
養
成
す
る
た

め
、
院
長
の
補
佐
役
と
し

て
副
院
長
を
配
置
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

来
年
度
以
降
の
体
制

は
協
議
中
で
、
派
遣

医
師
の
増
員
を
県
に
要
請

し
て
い
る
。

　

医
師
の
定
年
は
満
65
歳

で
あ
り
、
定
年
退
職
し
た

医
師
の
再
任
用
は
現
行
法

上
不
可
能
と
な
る
。

　

た
だ
し
、
特
別
な
事
情

が
あ
る
場
合
に
の
み
、
定

年
を
３
年
延
長
す
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
。

　

副
院
長
は
時
機
を
捉
え

て
早
め
に
任
命
し
た
い
と

考
え
る
。

①
町
民
に
親
し
ま
れ
る
病

　

院
づ
く
り

②
在
宅
医
療
の
充
実

③
健
診
業
務
の
強
化

④
透
析
室
の
維
持
継
続

⑤
専
門
化
し
た
外
来
時
間

　

の
新
設

⑥
地
域
医
師
の
関
わ
り

⑦
電
子
カ
ル
テ
の
導
入
整

　

備

　

こ
の
よ
う
な
取
組
み
の

結
果
、
人
口
減
少
の
中
に

あ
っ
て
、
入
院
・
外
来
と

も
患
者
数
が
わ
ず
か
に
増

加
し
て
き
た
の
は
一
つ
の

成
果
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

　

西
川
町
立
病
院
が
安
定

し
た
経
営
の
下
で
安
全
、

安
心
な
地
域
医
療
を
継
続

的
に
担
っ
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
病
院
新

改
革
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ

た
。

　

「
キ
ラ
リ
☆
月
山 

健

康 

元
気 

に
し
か
わ
！
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
た
第

６
次
総
合
計
画
に
掲
げ
た

10
年
後
の
目
標
人
口
５
０

０
０
人
を
維
持
す
る
の
に

病
院
の
役
割
は
極
め
て
大

き
い
。
医
療
体
制
の
充
実

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
り
、
病
院
の
経
営
安

定
化
と
維
持
、
存
続
を
求

め
る
た
め
、
次
の
質
問
を

す
る
。

病
院
改
革
の
た
め

実
施
し
た
事
業
は

新
改
革
プ
ラ
ン
を
策

定
し
１
年
経
過
し
た
。

経
営
改
善
の
た
め
に
何
を

実
施
し
た
か
。

次
の
７
点
の
業
務
改

善
に
取
り
組
ん
で
き

た
。

宮林　昌弘　議員

６月定例会提出議案及び審議結果

問問

問

答

答

問答

答

３
人
の
一
般
質
問

▲屋外に掲示されている
　診療科目

▲

超
音
波
検
査
の
様
子

　
議案番号 件名と主な内容 議決結果 ページ

議第34号 特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定
について 可決 賛成8、反対1

( 反対：宮林昌弘 ) 3

議第 35号

平成30年度一般会計補正予算（第2号）
　５０億５５０２万３千円（660万 9千円追加）
　＊主な内容
　　【総務費】弁護士委任契約着手金　　　　　　21 万 6 千円
　　【民生費】老人福祉センター運営補助金　　　70 万 4 千円
　　【農林水産費】原地区農地耕作条件改善事業
　　　　　　　　　　測量設計業務委託料　　　287 万 2 千円
　　【消防費】吉川中屋敷地内消火栓更新工事　　57 万 3 千円
　　【教育費】西川中学校体育館照明器具修繕料ほか　63 万 3 千円

可決 全員賛成 －

議第36号

平成30年度国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
　５億９６３８万７千円（54万円追加）
　＊主な内容
　　【総務費】システム改修委託料　 54 万円

可決 全員賛成 －

議第37号

平成30年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号）
　２７２２万円（36万8千円追加）
　＊主な内容
　　【施設費】西岩根沢簡易排水ブロワー更新工事　 36 万 8 千円

可決 全員賛成 －

議第38号

平成30年度病院事業会計補正予算（第1号）
　資本的支出４９３９万３千円（265万 7千円追加）
　＊主な内容
　　中央病歴管理室設置工事　265 万 7 千円

可決 全員賛成 －

議第39号 平成30年度歴史民俗資料館整備工事請負契約の締結について 可決 全員賛成 2
議第40号 平成30年度定住促進住宅建設工事請負契約の締結について 可決 全員賛成 3
議第41号 財産（除雪ドーザ）の購入について 可決 全員賛成 3
請願
第 1号

種子法廃止に伴う万全の対策を求める請願
　請願者　農民運動山形県連合会　会長　小林茂樹 － 継続審査 9

請願
第 2号

核兵器禁止条約の日本政府の署名と批准を求める意見書の提出
に関する請願
　請願者　西村山地区平和センター　議長　武田栄治

採択 全員賛成 8

請願
第 3号

「森友学園」、「加計学園」疑惑の速やかな真相究明と国民に対
する責任説明を果たすよう求める意見書に関する請願
　請願者　西村山地区平和センター　議長　武田栄治

採択 全員賛成 8

議員発議
第1号

核兵器禁止条約の日本政府の署名と批准を求める意見書
　提出者　宮林昌弘
　賛成者　奥山敏行、青山知教、飯野咲子、大泉奈美

可決 全員賛成 －

議員発議
第2号

「森友学園」、「加計学園」疑惑の速やかな真相究明と国民に対
する責任説明を果たすよう求める意見書
　提出者　宮林昌弘
　賛成者　奥山敏行、青山知教、飯野咲子、大泉奈美

可決 全員賛成 －

一 般 質 問

利用しやすく、求められる医療体制を整備していく町長

進捗状況と今後の医療体制づくり病院
新改革プラン

※
標
榜
診
療
科
目

　

病
院
と
し
て
掲
げ
る
こ
と
の

で
き
る
診
療
科
目
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カ
ヌ
ー
１
０
０
０
ｍ

コ
ー
ス月

山
湖
の
１
０
０
０

ｍ
コ
ー
ス
を
早
期
着

工
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

の
事
前
合
宿
や
国
際

大
会
に
向
け
た
合
宿
地
の

形
成
に
向
け
、
山
形
県
等

関
係
機
関
に
対
し
１
０
０

０
メ
ー
ト
ル
コ
ー
ス
の
実

現
に
向
け
た
整
備
手
法
の

協
議
や
支
援
を
お
願
い
し

て
い
る
。
県
カ
ヌ
ー
協
会

と
し
て
も
県
や
日
本
カ
ヌ

ー
連
盟
等
関
係
機
関
に
、

コ
ー
ス
の
整
備
の
た
め
の

財
政
的
支
援
を
求
め
る
要

望
を
行
な
っ
て
い
る
。　

後
継
者
育
成

カ
ヌ
ー
競
技
発
展
の

た
め
、
役
員
の
後
継

者
育
成
等
も
必
要
で
は
な

い
か
。ス

ポ
ー
ツ
団
体
は
言

う
ま
で
も
な
く
主
体

的
で
自
主
的
な
運
営
が
基

区
の
公
民
館
に
お
い
て
も

町
駅
伝
競
走
大
会
へ
の
積

極
的
な
取
り
組
み
を
お
願

い
し
た
い
。

職
員
の
ス
ポ
ー
ツ
枠
採
用

選
手
と
し
て
、
ま
た

指
導
者
と
し
て
活
躍

が
で
き
る
町
職
員
の
採
用

が
必
要
で
は
な
い
か
。

ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
、

そ
の
他
様
々
な
分
野

で
特
技
や
目
標
を
持
つ
方

が
お
ら
れ
る
。
学
力
な
ど

も
含
め
た
上
で
総
合
的
に

判
断
し
、
採
用
す
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
が
町
お

こ
し
や
観
光
振
興
に
つ
な

が
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
次

の
質
問
を
す
る
。

県
縦
断
駅
伝
選
手
育
成

走
る
こ
と
は
ス
ポ
ー

ツ
の
基
本
で
あ
り
、

町
民
駅
伝
競
走
大
会
は
町

の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
に
も

な
っ
て
い
る
。
今
後
、
県

縦
断
駅
伝
競
走
大
会
の
寒

河
江
西
村
山
チ
ー
ム
に
エ

ン
ト
リ
ー
さ
れ
る
よ
う
な

選
手
育
成
を
ど
う
考
え
る

か
。

選
手
を
育
て
て
い
く

に
は
、
企
業
な
ど
の

理
解
と
支
援
も
必
要
で
、

行
政
的
な
支
援
を
行
う
に

は
難
し
い
課
題
を
含
ん
で

い
る
と
感
じ
て
い
る
。

　

町
陸
上
競
技
協
会
や
ジ

ュ
ニ
ア
ラ
ン
ナ
ー
ズ
、
小

中
学
校
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
、
町
の
駅
伝
競
走
大

会
な
ど
を
通
じ
て
、
西
村

山
地
区
駅
伝
競
走
大
会
へ

の
出
場
選
手
の
確
保
と
育

成
を
図
っ
て
い
る
。
各
地

本
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

課
題
を
改
善
す
る
の
は
難

し
い
こ
と
だ
が
、
生
涯
に

わ
た
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

推
進
以
外
に
手
立
て
が
見

つ
か
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

関
係
団
体
と
連
携
を
と
り

な
が
ら
全
般
的
な
対
策
を

図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

観
光
と
の
連
携

役
場
、
観
光
協
会
、

す
べ
て
の
観
光
に
携

わ
る
方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
の
よ
う

に
図
ら
れ
て
い
る
か
。

大
会
開
催
に
よ
る
町

内
宿
泊
数
や
町
内
消

費
等
、
観
光
や
商
工
業
へ

の
経
済
効
果
を
考
慮
し
、

大
会
全
体
を
捉
え
な
が
ら
、

次
回
開
催
に
反
映
し
て
い

き
た
い
。

　

通
年
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ

大
会
や
レ
ジ
ャ
ー
・
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
、
支
援
を
行

う
こ
と
と
併
せ
て
町
内
産

業
経
済
の
底
上
げ
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

月
山
湖
関
連
施
設
の
充
実

ト
イ
レ
、
カ
ヌ
ー
艇

庫
、
休
憩
所
の
整
備

を
進
め
、
世
界
大
会
実
施

が
可
能
な
取
組
み
の
意
気

込
み
を
伺
う
。

こ
の
競
技
場
と
そ
の

周
辺
環
境
の
優
位
性

な
ど
を
活
か
し
、
日
本
カ

ヌ
ー
連
盟
主
催
の
大
会
や

そ
の
他
主
要
大
会
の
招
致

に
向
け
て
、
関
係
者
に
働

き
か
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
レ
ジ

ャ
ー
と
し
て
の
カ
ヌ
ー
普

及
も
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

モニターの声 （３月定例会）議案に対する反対者の意見も知りたい。

３
人
の
一
般
質
問

な
ぜ
定
住
に
結
び
つ

か
な
い
の
か

任
期
前
に
退
任
し
、

定
住
に
結
び
付
か
な

い
原
因
を
ど
う
分
析
す
る

か
。

受
入
開
始
当
初
は
本

人
の
意
向
を
尊
重
し

て
対
応
し
て
い
た
が
、
29

年
度
か
ら
は
、
定
住
を
視

野
に
、
毎
週
定
期
的
に
相

談
を
行
う
な
ど
対
応
を
見

直
し
て
い
る
。

※
参
考

　

主
な
退
任
の
理
由

　

・
任
期
到
来　
　

６
名

　

・
自
己
都
合　
　

３
名

　

・
体
調
不
良　
　

１
名

　

退
任
後
の
状
況

　
　
　

（
退
任
時
把
握
）

　

・
県
内
就
業　
　

２
名

　

・
県
外
就
職　
　

５
名

　

・
県
外
で
自
営　

１
名

　

・
県
外
で
状
況
不
明
２
名

ま
ず
は
身
近
な
交
流
か
ら

町
民
は
、
「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
」
を
定

着
さ
せ
る
た
め
に
ど
う
関

わ
れ
ば
良
い
の
か
。

活
動
や
居
住
し
て
い

る
地
域
の
方
々
に
は
、

生
活
文
化
や
風
習
な
ど
が

違
う
町
外
か
ら
の
移
住
の

た
め
に
隊
員
が
抱
え
る
問

題
や
課
題
な
ど
も
多
い
こ

と
を
考
慮
し
て
、
地
元
の

行
事
な
ど
へ
の
参
加
と
交

流
を
促
す
と
と
も
に
、
親

身
に
な
っ
て
何
で
も
相
談

の
で
き
る
よ
う
ご
支
援
を

い
た
だ
き
た
い
。

活
動
に
伴
う
問
題
は
な
い

住
宅
の
提
供
は
十
分

か
。
寂
し
さ
の
中
で

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

は
満
足
感
を
得
て
い
る
の

か
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
活

動
に
伴
う
大
き
な
課

題
や
問
題
な
ど
は
な
い
と

認
識
し
て
い
る
。

更
な
る
支
援
体
制
を

充
実
す
る

行
政
の
役
割
と
し
て

ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
き
た
の
か
。

地
域
へ
の
定
住
、
定

着
を
図
る
と
い
う
制

度
の
目
的
を
基
本
と
し
な

が
ら
も
、
具
体
的
な
対
応

は
、
隊
員
の
意
思
を
尊
重

し
、
着
任
前
、
着
任
時
、

着
任
後
、
活
動
中
の
そ
れ

ぞ
れ
の
段
階
で
、
随
時
、

相
談
、
関
係
者
な
ど
へ
の

紹
介
や
調
整
な
ど
協
力
隊

と
一
緒
に
な
っ
て
支
援
を

図
っ
て
き
た
。

　

今
後
は
、
任
期
後
の
定

住
の
た
め
に
も
、
更
な
る

支
援
体
制
を
充
実
し
て
い

く
。

平
成
29
年
５
月
か
ら
伝
統

工
芸
で
あ
る
和
紙
の
紙
す

き
の
伝
承
を
、
栃
木
県
出

身
の
男
性
が
、
本
年
４
月

か
ら
自
然
教
育
学
習
セ
ン

タ
ー
の
具
現
化
を
図
る
た

め
の
モ
デ
ル
事
業
の
実
施

を
進
め
る
学
術
専
門
員
と

し
て
、
計
２
名
の
協
力
隊

が
大
井
沢
に
居
住
し
、
活

動
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

総
務
省
は
、
人
口
減
少

や
高
齢
化
等
の
著
し
い
地

方
に
お
い
て
、
地
域
外
の

人
材
を
積
極
的
に
誘
致
し

て
定
住
、
定
着
を
図
り
、

地
域
力
を
維
持
、
強
化
す

る
こ
と
を
目
的
に
「
地
域

お
こ
し
協
力
隊
」
の
取
組

み
を
進
め
て
い
る
。

　

現
在
ま
で
の
町
の
受
け

入
れ
状
況
と
実
態
な
ど
に

つ
い
て
質
問
を
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
受
入
実
績
は

こ
れ
ま
で
町
に
受
け

入
れ
た
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
人
数
（
男
女

別
）
、
滞
在
地
区
、
住
宅

状
況
、
滞
在
期
間
は
。
ま

た
現
在
は
何
人
か
。

受
入
実
績
は
左
の
表

の
と
お
り
。
現
在
は
、

大
阪
府
出
身
の
女
性
が
、

問問問

問

問

問

問問問

答 答答

答

答答

佐藤　幸吉　議員隊員の支援体制を…町長

地域力の維持強化を

一 般 質 問

３
人
の
一
般
質
問

飯野　咲子　議員

一 般 質 問

関係団体と連携をとる町長

スポーツ振興で町おこしに力を 地域おこし
協力隊

地域
活性化

答答

答 答

出身地 人数
山形市 1名
宮城県 4名
栃木県 1名
埼玉県 1名
東京都 1名
静岡県 1名
大阪府 2名
奈良県 1名

性別 人数
男性 9名
女性 3名

居住地域 人数
睦合 5名
海味 4名
大井沢 3名

住宅区分 人数
コーポ睦合 5名
町公舎 2名
空き家 5名

滞在期間 人数
1年以内 5名
2年以内 1名
3年以内 4名
活動中 2名

《状況一覧》Ｈ23～問

問答

▲

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
の
練
習

▲

紙
す
き
に
取
り
組
む

渋
谷
尚
子
さ
ん

▲

月
山
湖
で
練
習
に
励
む
選
手
た
ち

▲

学
術
専
門
員
の
福
田
廣
一
さ
ん
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見
出
し
を
有
効
に

広
報
研
修
会
に
参
加

　

５
月
31
日
に
山
形
市

の
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
で

開
催
さ
れ
た
「
山
形
県

町
村
議
会
広
報
研
修

会
」
に
、
広
報
公
聴
常

任
委
員
４
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

は
、「
西
川
町
議
会
だ
よ

り
１
０
３
号
」

に
つ
い

て
講
師
か
ら
様
々
な
指

摘
を
受
け
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
各
記
事
の
見

出
し
を
も
っ
と
活
用
す

れ
ば
、
読
み
手
が
記
事

を
選
び
や
す
く
な
る
と

の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ

り
、
今
号
か
ら
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

常任委員会報告

地方から国へ物申す！
　

６
月
８
日
に
開
催
し

た
各
常
任
委
員
会
で
は
、

付
託
さ
れ
た
請
願
審
査

の
ほ
か
、
今
年
度
の
事

務
事
業
評
価
な
ど
の
協

議
を
行
い
ま
し
た
。

　

請
願
の
審
査
結
果
は

４
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て

い
る
と
お
り
、
２
件
を

採
択
、
１
件
を
継
続
審

査
と
し
て
い
ま
す
。

総
務
厚
生

常
任
委
員
会

産
業
建
設

常
任
委
員
会

広
報
公
聴

常
任
委
員
会

声
を
上
げ
る
べ
き

声
を
上
げ
る
べ
き

◆
政
府
に
対
し
て
「
森
友
学

　

園
」、「
加
計
学
園
」
疑
惑

　

の
速
や
か
な
真
相
究
明
と
国

　

民
に
対
す
る
責
任
説
明
を
果

　

た
す
よ
う
求
め
る
意
見
書
の

　

提
出
に
関
す
る
請
願

　

こ
れ
ら
二
つ
の
疑
惑
に
つ
い

て
は
、
公
文
書
の
隠い

ん
ぺ
い蔽
や
改
ざ

ん
、
廃
棄
な
ど
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
ま
か
り
通

る
よ
う
で
は
、
組
織
の
根
本
か

ら
建
て
直
す
ど
こ
ろ
か
、
国
へ

の
信
頼
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

町
議
会
と
し
て
も
、
し
っ
か

り
と
国
に
対
し
声
を
上
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
判
断
し
、
委

員
会
と
し
て
、
こ
の
請
願
を
採

択
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

※
こ
れ
ら
２
つ
の
請
願
を
本
会

　

議
で
採
択
し
、
議
員
発
議
第

　

１
号
と
第
２
号
と
し
て
、
意

　

見
書
を
関
係
機
関
に
提
出
す

　

る
こ
と
も
全
員
賛
成
で
可
決

　
(

４
ペ
ー
ジ
参
照)

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
意
見
書
は
既
に
関
係

　

機
関
へ
提
出
済
み
で
す
。

い
重
要
な
案
件
で
あ
る
と
の
認

識
に
立
ち
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
町
議
会
と
し
て
よ

り
効
果
的
な
意
見
書
を
国
に
提

出
す
る
上
で
は
、
現
在
の
国
や

県
の
取
組
み
状
況
な
ど
、
さ
ら

な
る
調
査
と
協
議
が
必
要
と
判

断
し
、
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

　

日
本
は
日
米
安
保
条
約
に
基

づ
き
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
性
を

重
視
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
本
は
唯
一
の
被

爆
国
で
あ
り
、
国
民
全
体
の
願

い
と
は
、
条
約
に
署
名
し
、
国

会
で
条
約
を
批
准
す
る
こ
と
で

あ
り
、
委
員
会
と
し
て
、
こ
の

請
願
を
採
択
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

至
っ
た
経
緯
や
影
響
等
に
関
す

る
資
料
等
を
事
前
に
収
集
し
、

委
員
会
に
お
い
て
そ
の
内
容
を

確
認
し
、
認
識
の
共
有
を
図
り

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
種
子
法
の
廃
止

は
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
並
び
に
各
農
家
に
対
し
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
高

地
方
か
ら
国
へ

請
願
審
査

　

総
務
厚
生
常
任
委
員
会
に
は

２
件
の
請
願
の
審
査
が
付
託
さ

れ
ま
し
た
。

◆
核
兵
器
禁
止
条
約
の
日
本
政

　

府
の
署
名
と
批
准
を
求
め
る

　

意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
請

　

願　重
要
な
案
件
と
認
識

請
願
審
査

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
審

査
を
付
託
さ
れ
た
の
は
「
種
子

法
廃
止
に
伴
う
万
全
の
対
策
を

求
め
る
請
願
」
で
し
た
。

　

今
回
の
請
願
の
審
査
に
あ
た

り
、
種
子
法
及
び
そ
の
廃
止
に

核兵器禁止条約の日本政府の署名と批准を
求める意見書の提出に関する請願（要旨）
　核兵器禁止条約が2017年7月に国連会議で採択されま
したが、この条約の署名と批准を求める意見書を国会及び
政府並びに関係機関に提出くださるようお願いします。

種子法とは？
　種子法（主要農作物種子法）は、米や麦、大豆という
主要作物の優良な種子の安定的な生産と普及を「国が果
たすべき役割」と定めていた法律。
　この法律を根拠として、地域に合った良質な種子が農
家に行き渡るよう都道府県の農業試験場の運営などに必
要な予算は国が責任を持って担ってきた。

なぜ廃止に？
　これまでも種子の生産に民間企業も参入できたが、政
府や農林水産省は、種子の生産コストを国の財源で負担
していることなどについて、都道府県と民間企業との競
争条件が対等でなく「国が管理する仕組みが民間の品種
開発意欲を阻害している」と説明した。

どんな影響が？
　種子法廃止後も、従来どおりに都道府県の種子生産に
予算が確保されるよう国に求める付帯決議が国会で採択
されたが、予算の根拠だった種子法の廃止の影響は未知
数であり、種子の生産、普及にかかる費用が、将来的に
国から出なくなるのではという懸念がある。
　そうなった場合、将来的に生産コストが上乗せされて
種子の価格が上がり、食べ物の価格にも影響が出る可能
性もある。

政府に対して「森友学園」、「加計学園」疑惑
の速やかな真相究明と国民に対する責任説
明を果たすよう求める意見書の提出に関する
請願（要旨）
　「森友学園」への国有地売却をめぐり決裁（公）文書が改
ざんされ、「加計学園」の獣医学部新設では愛媛県や今治
市、加計学園幹部が2015年4月に当時の首相秘書官と面
会した際、秘書官が「本件は首相案件」と述べたと記され
た同県の記録文書の存在が発覚した。こうしたことから、
政府に対して「森友学園」、「加計学園」疑惑の速やかな
真相究明と国民に対する責任説明を果たすよう求める意見
書を国会及び政府並びに関係機関に提出くださるようお願
いします。

町
民
生
活
に
影
響
は
？

みんなで
考えて
みよう

▲ 順調に生育している水稲
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表１　経営成績の概況
売　上　高　５億１７１９万７千円
　　　　　　（前期比　－3170万円）
営 業 利 益　　　　１０７万６千円
　　　　　（前期比　＋ 757万5千円）
経 常 利 益　　　　４３９万４千円
　　　　　（前期比　＋ 615万9千円）
当期純利益　　　　３９７万１千円
　　　　　（前期比　＋ 840万2千円）

モニターの声 （臨時会報告）町路線バス「河北病院線」の帰りの便も期待しています。

西
川
町
総
合
開
発
株
式
会
社

株
式
会
社
米
月
山

今
後
も
鋭
意
努
力

　
会
社
と
し
て
の
総
括

　

結
果
と
し
て
黒
字
に
は
な
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
経
営
基
盤

の
一
定
の
確
立
が
成
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
と
考
え
ま
す
。
従
っ

て
、
今
期
に
つ
い
て
は
、
こ
の

経
営
基
盤
の
も
と
、
新
た
な
商

品
開
発
や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
り
、
町
民
の
皆
様
か
ら
よ
り

愛
さ
れ
る
会
社
を
目
指
し
て
、

鋭
意
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

料
費
な
ど
上
昇
要
因
（
総
額
６
６
０

万
円
）
を
カ
バ
ー
し
、
営
業
利
益
、

経
常
利
益
、
当
期
純
利
益
と
も
前
期

よ
り
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

※
表
１
を
参
照

純
資
産
は
前
期
比
増

◆
財
政
状
態
の
概
況

　

上
の
表
２
の
と
お
り
、
前
期
と
比

較
し
て
、
当
期
に
お
け
る
総
資
産
は

２
８
９
万
３
千
円
増
加
し
、
負
債
は

１
０
７
万
７
千
円
減
少
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
純
資
産
は
４
５
４
０
万

３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

純
資
産
が
プ
ラ
ス
に
転
ず
る

◆
財
政
状
態
の
概
況

　

左
上
の
表
２
の
と
お
り
、
前
期

と
比
較
し
て
、
当
期
に
お
け
る
総

資
産
は
４
６
６
万
２
千
円
増
え
、

負
債
は
１
２
７
万
７
千
円
増
え
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
純
資
産
は
１

８
４
万
６
千
円
と
、
前
期
の
マ
イ

ナ
ス
１
５
３
万
９
千
円
か
ら
プ
ラ

ス
に
転
じ
ま
し
た
。

債
務
超
過
の
状
態
を
解
消

　
会
社
と
し
て
の
総
括

　

精
米
量
拡
大
と
収
益
性
の
向
上
を
目
指
し
て
事
業
展
開
し
た
結
果
、

経
常
利
益
は
３
５
７
万
円
（
表
１
）
の
黒
字
決
算
と
な
り
、債
務
超
過
（
資

本
金
よ
り
繰
越
欠
損
金
が
多
い
状
態
）
の
状
況
は
解
消
と
な
り
ま
し
た
。

　

未
だ
大
き
く
残
る
累
積
赤
字
は
、
５
年
以
内
で
何
と
か
黒
字
に
転
化

で
き
る
よ
う
、
決
意
を
持
っ
て
全
力
で
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
前
期
が
月
山
銘
水
館
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
効
果
か
ら
売
上
高
が

６
０
０
０
万
円
増
加
し
た
も
の
の
、

純
損
失
が
２
７
４
万
円
増
加
し
た
こ

と
を
ふ
ま
え
、
当
期
は
業
容
（
事
業

の
内
容
や
規
模
）
に
見
合
っ
た
コ
ス

ト
管
理
を
行
い
、
経
営
の
効
率
化
に

努
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
総
額
人
件
費
管
理
に

よ
る
人
員
査
定
や
コ
ス
ト
見
直
し

な
ど
が
奏
功
し
、
水
道
光
熱
費
、
燃

山
ま
ん
ま
」
と
つ
や
姫
発
芽
胚
芽

米
の
販
売
実
績
は
前
年
を
下
回
る

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
引
続
き
、
子

育
て
応
援
米
給
付
事
業
と
学
校
給

食
用
米
へ
の
供
給
は
、
17
・
７
ト

ン
、
金
額
で
７
６
０
万
円
の
実
績

と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
直
営
に
よ
る
稲
作
受

託
（
51
・
5
ア
ー
ル
）
を
実
施
し
、

は
え
ぬ
き
30
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
93
袋

の
収
穫
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

経
費
削
減
に
よ
る
黒
字
化

◆
経
営
成
績
の
概
況

　

道
の
駅
に
し
か
わ
の
売
店
や
レ
ス

ト
ラ
ン
、
温
泉
館
の
ほ
か
月
山
自
然

水
、
地
ビ
ー
ル
の
製
造
、
指
定
管
理

事
業
等
の
各
事
業
に
わ
た
り
経
営
の

効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
商
品
開

発
や
月
山
自
然
水
の
ラ
ベ
ル
を
刷
新

す
る
な
ど
需
要
の
拡
大
を
図
っ
て
き

ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
効
果

◆
業
務
報
告

　

取
扱
い
実
績
と
し
て
は
、
数
量

で
３
６
５
・
23
ト
ン
、
金
額
で
８

１
２
８
万
８
千
円
（
表
１
参
照
）

と
、
取
扱
数
量
、
金
額
と
も
大
幅

に
拡
大
し
ま
し
た
。

　

こ
の
要
因
は
、
西
川
町
や
河
北

町
の
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
と
し

て
の
取
扱
い
分
が
大
き
く
伸
び
た

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
白
い
発
芽
胚
芽
米
「
月

経
営
効
率
化
に
努
め
た
結
果
は
？

５
年
以
内
に
累
積
赤
字
の
解
消
を

厳しい状況は変わらず 　６月５日の議会全員協議会と６月12日の本会議において、
第３セクター２社の経営状況の報告を受けました。その内
容を紹介します。

議
会
か
ら
ひ
と
こ
と

　

当
期
純
利
益
は
３
９
７
万

１
千
円
の
黒
字
と
な
り
、
利
益

剰
余
金
が
マ
イ
ナ
ス
５
４
５
９

万
７
千
円
ま
で
回
復
し
た
が
、

資
本
金
１
億
円
が
４
０
０
０
万

円
台
ま
で
目
減
り
し
て
い
る
状

態
は
継
続
し
て
い
る
。
厳
し
い

状
況
の
中
で
経
営
基
盤
の
見
直

し
が
図
ら
れ
た
こ
と
は
評
価
で

き
る
も
の
の
、
今
後
は
、
魅
力

的
な
新
商
品
の
開
発
や
販
売
を

は
じ
め
、
ど
の
よ
う
に
し
て
売

上
を
伸
ば
し
て
い
く
の
か
、
社

長
以
下
、
会
社
を
挙
げ
て
検
討
、

努
力
を
尽
く
し
て
ほ
し
い
。

議
会
か
ら
ひ
と
こ
と

　

本
来
は
吉
川
産
の
「
は
え
ぬ
き
」
に
付
加
価
値
（
発
芽
胚
芽
米
）
を
つ

け
稲
作
農
家
の
所
得
拡
大
を
め
ざ
し
て
始
め
た
事
業
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
発
芽
胚
芽
米
の
ギ
ャ
バ
効
果
が
証
明
さ
れ
ず
商
品
に
効
能
を
表

示
で
き
な
い
こ
と
も
影
響
し
、
発
芽
胚
芽
米
の
売
上
げ
は
伸
び
て
い
な
い
。

近
年
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
の
取
扱
い
が
売
上
実
績
の
中
心
と
な
っ
て

い
る
。

　

債
務
超
過
は
解
消
し
て
い
る
が
、
経
営
内
容
の
厳
し
い
状
況
に
は
変
わ
り

な
く
、
抜
本
的
な
経
営
改
善
が
望
ま
れ
る
。

表２　財政状態の概況
資　本　金　１億円（町の持株57.1%）
総　資　産　　　８１２４万７千円
　　　　（前期比　＋ 289万3千円）
負　　　債　　　３５８４万４千円
　　　　（前期比　－ 107万7千円）
純資産合計　　　４５４０万３千円
　　　　（前期比　＋ 397万1千円）

利益剰余金　　－５４５９万７千円

表１　経営成績の概況
売　上　高　　８１２８万８千円
　　　（前期比　＋3737万8千円）
営 業 利 益　　－２３９万１千円
　　　（前期比　＋ 228万1千円）
経 常 利 益　　　　　３５７万円
　　　（前期比　＋ 254万2千円）
当期純利益　　　３３８万５千円
　　　（前期比　＋ 254万2千円）

表２　財政状態の概況
資　本　金　　　　２０００万円
　　　　　　　　（町の持株50％）
総　資　産　　１４３３万８千円
　　　（前期比　＋ 466万2千円）
負　　　債　　１２４９万２千円
　　　（前期比　＋ 127万7千円）
純資産合計　　　１８４万６千円
　　　（前期比　＋ 338万5千円）

利益剰余金　　－１８１５万４千円

▲

月
山
湖
水
の
文
化
館
２
階
の　

レ
ス
ト
ラ
ン
の
新
メ
ニ
ュ
ー　

　
　

「
寒
河
江
ダ
ム
四
季
カ
レ
ー
」
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　29年度は、1万円以上の寄附で
もらえる西川町の米が人気を呼び、
つや姫15kg入りが7004件、はえ
ぬき20kg入りが2333件でした。
　30年度は、総務省の通達に基づ
く返礼率の見直しにより、つや姫が
7kg(写真参照)とおよそ半分の量に
なっており、件数の大幅な減少が心
配されます。

モニターの声 （ミニ特集）「議員のなり手不足」をもっと深刻な問題として取り上げては？

　
第
２
回
臨
時
会　
５
月
11
日
開
催

二
つ
の
常
任
委
員
会
委
員
へ

　

空
席
が
出
て
い
た
総
務
厚
生

常
任
委
員
会
と
広
報
公
聴
常
任

委
員
会
の
委
員
に
、
大
泉
奈
美

議
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

園
地
拡
大
に
分
担
金
徴
収

★
西
川
町
農
地
耕
作
条
件
改
善

事
業
分
担
金
条
例
の
設
定

　

啓
翁
桜
の
一
億
円
産
業
化
を

目
指
す
「
農
地
耕
作
条
件
改
善

事
業
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
農
地
を
利
用
し
収
益

を
受
け
る
方
か
ら
必
要
経
費

（
分
担
金
）
を
い
た
だ
く
こ
と

と
し
、
そ
の
徴
収
に
関
し
て
条

例
で
定
め
る
も
の
で
す
。

　
　
　

（
賛
成
８
、
反
対
１
）

　
　
　
　

反
対
者　

古
澤
俊
一

29
年
度
か
ら
の
徴
収
だ
が
、

な
ぜ
こ
の
時
期
の
条
例
設

定
な
の
か
。
ま
た
、
分
担
金
は

一
般
財
源
に
な
る
の
か
。

当
初
、
県
の
単
独
事
業
と

し
て
予
算
を
組
ん
で
い
た

が
、
よ
り
よ
い
事
業
に
す
る
た

め
、
県
と
相
談
を
し
、
農
地
耕

作
条
件
改
善
事
業
を
導
入
し
、

県
と
国
か
ら
補
助
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
た
た
め
こ
の
時
期
に

な
っ
た
。
分
担
金
は
、
特
別
財

源
と
し
て
事
業
に
充
当
す
る
。

介
護
職
員
採
用
に
影
響
な
し

★
西
川
町
指
定
地
域
密
着
型  

　

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

　

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

　

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例
の
設
定

　

要
介
護
の
認
定
を
受
け
た
方

を
対
象
と
す
る
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
定
め
た
条
例

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

★
西
川
町
指
定
地
域
密
着
型
介

　

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

　

人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び

　

に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

　

防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予

　

防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

　

の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定

　

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例
の
制
定

　

要
支
援
の
認
定
を
受
け
た
方

を
対
象
と
す
る
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
定
め
た
条
例

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

専
決
処
分
と
は
？

　

地
方
自
治
法
に
定
め
ら
れ

た
要
件
に
基
づ
き
、
本
来
必

要
な
議
会
の
議
決
を
経
ず
に

町
長
が
議
会
に
代
わ
っ
て
決

定
す
る
こ
と
で
す
。

■
ど
の
よ
う
な
場
合
に
？

　

専
決
処
分
で
き
る
要
件
は

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
新

年
度
当
初
に
多
い
の
は
「
時

間
的
余
裕
が
な
い
」
と
い
う

も
の
で
す
。

　

町
の
条
例
に
影
響
す
る
国

の
法
令
改
正
が
施
行
日
（
効

力
の
発
生
す
る
日
）
の
直
前

に
行
わ
れ
、
そ
れ
ま
で
に
町

の
条
例
を
改
正
す
る
必
要
が

あ
る
も
の
の
、
町
長
が
議
会

を
招
集
し
、
議
決
を
得
る
の

に
時
間
的
余
裕
が
な
い
た
め
、

専
決
処
分
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
議
会
へ
の
報
告
、
承
認

　

専
決
処
分
を
行
っ
た
場
合
、

町
長
は
、
処
分
後
に
開
か
れ

る
次
の
議
会
で
報
告
し
、
承

認
を
求
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

※
本
文
中
の
★
印
が
専
決
処

　

分
の
承
認
案
件
で
す
。

　

５
月
11
日
、
４
月
に
執
行
さ
れ
た
町
長
選
挙
並
び
に
町
議

会
議
員
補
欠
選
挙
後
、
初
め
て
の
第
２
回
臨
時
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
回
は
、
横
山
修
前
副
議
長
の
辞
職
に
よ
り
空

席
と
な
っ
て
い
た
副
議
長
の
選
挙
の
ほ
か
、
新
た
に
議
員
と

な
っ
た
大
泉
奈
美
議
員
の
議
席
の
指
定
や
常
任
委
員
会
委
員

の
選
任
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
か
ら
は
７
件
の
専
決
処
分(

下
段
参
照)

の
承
認

案
と
２
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

　残り１年を新体制で前進！

古
澤
俊
一
議
員
を
副
議
長
に

　

副
議
長
を
決
め
る
た
め
の
選

挙
を
行
い
、
古
澤
俊
一
議
員
が

当
選
（
10
票
獲
得
）
し
ま
し
た
。

　

古
澤
俊
一
議
員
が
副
議
長
を

務
め
る
の
は
２
度
目
で
、
今
回

の
任
期
は
平
成
30
年
５
月
11
日

か
ら
31
年
４
月
30
日
ま
で
で
す
。

議
席
の
一
部
を
変
更　

　

＊
大
江
広
康
議
員

　
　
　

１
番
か
ら
２
番
に
変
更

　

＊
佐
藤
耕
二
議
員

　
　
　

２
番
か
ら
３
番
に
変
更

　

＊
大
泉
奈
美
議
員

　
　
　

１
番
に
指
定

▲

古
澤
俊
一
副
議
長

▲

大
泉
奈
美
議
員

平成２９年度西川町一般会計補正予算（第７号）
　５６億７４３４万９千円（1873万5千円追加）
　＊主な内容
　　【総務費】ふるさとづくり基金積立金　1600万円
　　【民生費】介護給付費・訓練等給付費　  239万円

平成３０年度西川町一般会計補正予算（第１号）
　５０億４８４１万４千円（541万4千円追加）
　＊主な内容
　　【総務費】西川町議会議員補欠選挙　　  541万円

補正
予算

採
用
条
件
の
資
格
が
追
加

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に

よ
っ
て
介
護
職
員
の
確
保
が
難

し
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
な
い

か
。

今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
介

護
職
員
の
基
準
が
厳
し
く

な
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

規
定
の
整
備
を
行
う

★
西
川
町
町
税
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例
の
制
定

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
必
要
な
規
定
の
整
備
な

ど
、
関
係
す
る
町
税
条
例
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

負
担
軽
減
措
置
の
拡
大
へ

★
西
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
関
係
す
る
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
低
所
得
者

の
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措

置
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　
　
　

（
賛
成
８
、
反
対
１
）

　
　
　
　

反
対
者　

飯
野
咲
子

現
在
は
高
齢
者
や
低
所
得

者
が
多
く
な
り
、
被
保
険

者
数
１
２
０
０
人
を
切
る
大
変

厳
し
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
限
度
額
は
89
万

円
で
、
改
正
に
よ
り
93
万
円
と

な
る
が
、
こ
こ
数
年
の
該
当
者

は
何
人
か
。

平
成
29
年
度
の
場
合
、
医

療
給
付
分
と
後
期
高
齢
者

支
援
分
、
介
護
給
付
金
分
を
合

わ
せ
た
課
税
限
度
額
を
超
過
し

た
の
は
１
件
の
み
だ
っ
た
。

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付
金

１
６
０
０
万
円
を
追
加

★
平
成
29
年
度
西
川
町
一
般
会

　

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

主
に
29
年
度
末
の
ふ
る
さ
と

づ
く
り
寄
附
金
の
増
額
に
よ
る

も
の
で
す
。　

（
全
員
賛
成
）

議
員
補
欠
選
挙
経
費
を
追
加

☆
平
成
30
年
度
西
川
町
一
般
会

　

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

町
議
会
議
員
選
挙
は
町
長
選

挙
と
同
じ
日
に
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
必
要
な
経
費
は
当
初
予
算

に
計
上
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
選
挙
は
同
じ
日
で
も
、
そ

れ
ぞ
れ
独
立
し
た
事
業
予
算
が

必
要
な
た
め
補
正
さ
れ
た
も
の

で
す
。　
　
　

（
全
員
賛
成
）

補
欠
選
挙
費
の
備
品
は
何

を
購
入
し
た
の
か
。

開
票
所
で
使
用
す
る
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
対
応
の
イ
ン

ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
一
台
で

あ
る
。

沼
山
の
道
路
改
良
を
継
続

☆
平
成
30
年
度
町
道
沢
口

　

向
中
岫
線
道
路
改
良
工
事

　

29
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

る
旧
沼
山
小
学
校
跡
地
付
近
の

道
路
改
良
の
、
30
年
度
分
の
工

事
の
契
約
で
す
。
７
社
に
よ
る

指
名
競
争
入
札
の
結
果
、
次
の

と
お
り
契
約
す
る
こ
と
を
可
決

し
ま
し
た
。

＊
契
約
金
額　

８
８
０
２
万
円

＊
契
約
相
手
方　

遠
藤
建
設
㈱

＊
契
約
の
方
法　
指
名
競
争
入
札

＊
施
工
延
長　

３
３
６
・
４
ｍ

＊
工　

期　
　

30
年
11
月
30
日

　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

自
動
車
破
損
の
賠
償
を

損
害
賠
償
額
の
報
告

　

昨
年
12
月
と
今
年
２
月
に
発

生
し
た
物
損
事
故
に
よ
り
、
町

が
破
損
さ
せ
た
自
動
車
の
補
修

に
か
か
る
損
害
賠
償
額
の
決
定

に
つ
い
て
専
決
処
分
さ
れ
、
議

会
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

問答問

問

問

答

答

答
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議
会
全
員
協
議
会

■
４
月
27
日　

第
２
回
臨
時
会
の
会
期
及
び
議
事
日
程

■
６
月
５
日　

第
３
セ
ク
タ
ー
の
経
営
状
況
報
告
ほ
か

■
６
月
26
日　

町
民
意
識
調
査
ほ
か

議
会
運
営
委
員
会

■
４
月
27
日　

第
２
回
臨
時
会
の
運
営

■
５
月
21
日　

第
２
回
定
例
会
の
運
営

■
６
月
21
日
～
22
日　

行
政
視
察
研
修

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

■
５
月
14
日　

事
務
調
査「
出
産
か
ら
大
学
生
ま
で
の
子
育
て
支
援
」

■
６
月
８
日　

請
願
審
査
、事
務
事
業
評
価
の
対
象
事
業
選
考
ほ
か

産
業
建
設
常
任
委
員
会

■
４
月
24
日　

事
務
調
査「
農
業
の
通
年
経
営
に
関
す
る
見
通
し
」

■
６
月
８
日　

請
願
審
査
、事
務
事
業
評
価
の
対
象
事
業
選
考
ほ
か

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

■
５
月
31
日　

第
35
回
町
村
議
会
広
報
研
修
会

■
６
月
８
日　

編
集
会
議

■
６
月
15
日　

入
稿
前
編
集
会
議

■
６
月
25
日　

第
１
回
校
正

■
７
月
３
日　

第
２
回
校
正・文
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
指
導

■
７
月
５
日　

第
３
回
校
正

■
７
月
10
日　

第
４
回
校
正
、校
了

■
７
月
11
日　

町
村
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク

議
会
活
性
化
懇
談
会

■
４
月
27
日　

議
員
の
な
り
手
確
保
対
策
検
討

■
５
月
11
日　

議
員
の
な
り
手
確
保
対
策
検
討

■
６
月
12
日　

議
員
の
な
り
手
確
保
対
策
検
討

■
６
月
26
日　

議
員
の
な
り
手
確
保
対
策
検
討

モニターの声 （その他）町と保護者と下宿屋が連携した現代版「西川寮（昔の学寮）」はできないか？

※モニターの皆さんから寄せられた意見の
　一部を議会だよりで紹介します。

※担当議員が変更になる場合があります。
※上記以外にも開催に向けた調整を行っています。

よりわかりやすく、読みやすい「議会だより」を
町民の皆様へお届けするために、

読者モニターを募集します。
　中学生や高校生の皆さんも大歓迎です。
　　　ボランティアとしてのご協力をお願いします。

・イラストもあり親しみやすい

・見出しが簡潔で読みやすい

・議会研修が生かされるよう期待したい

・問答の内容が見やすくてよい

・色づかいをもう少し考えた方がよい

・写真にきちんと説明を入れた方がよい

・町の問題をもっと掘り下げてほしい

▼活動内容　議会だよりの感想をアンケート用紙に記入
▼活動期間　第 106 号（平成 30 年 9 月 14 日発行）から
　　　　　　　第 109 号（平成 31 年 7 月発行）までの１年
▼応募締切日　８月２０日（月）午後５時
▼応 募 先　西川町議会事務局
　　　　　　電話 :74-5055　FAX：74-2601
　　　　　　E-mail：giji@town.nishikawa.yamagata.jp

これまで寄せられた
　　　主なモニターの声

　議会だよりを
町民の皆様とともに

議会の動き議会の動き

何でもしゃべって元気な我が町に！
「町民と議会の対話の集い」日程決まる

　

議
会
で
は
、
今
回
で
８
回
目
と
な
る
「
町
民
と
議
会
の
対
話
の
集
い
」
を
企

画
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
、
そ
の
内
容
は
「
町
に
反

映
す
る
も
の
、
議
会
と
し
て
も
っ
と
検
討
す
る
必
要
の
あ
る
も
の
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
も
っ
と
広
く
求
め
る
必
要
が
あ
る
も
の
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
り

ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
議
会
だ
よ
り
の
紙
面
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。
町
の

元
気
が
出
る
よ
う
な
対
話
の
集
い
に
な
る
よ
う
多
く
の
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
下
記
の
と
お
り
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
あ
な
た
が
考
え
て
い

る
こ
と
を
是
非
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

◆開催日程と会場の一覧

期　日 開始時刻 地区・団体等 会　場 担　当

7月30日
(月) 午後7時30分 岩根沢

(沼の平を含む) 岩根沢公民館 伊藤哲治・宮林昌弘・奥山敏行
大江広康・大泉奈美

7月30日
(月) 午後7時 小　山 小山公民館 古澤俊一・青山知教・佐藤幸吉

飯野咲子・佐藤耕二

8月7日
(火) 午後7時30分 Ｌｏｖｅらぼ 西川町役場第２庁舎 全議員

8月17日
(金) 午後7時30分 西川小学校

ＰＴＡ役員 西川町役場第２庁舎 全議員

8月23日
(木) 午後2時 志津町内会

弓張平町内会 志津会館 古澤俊一・青山知教・佐藤幸吉
飯野咲子・佐藤耕二

第8回

町に対する思い
議会に対する思い
地域に対する思い
そんな思いを
自由にしゃべってみよう

▲ 昨年の海味地区の様子
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発
行

／
山

形
県

西
村

山
郡

西
川

町
議

会
　

編
集

／
広

報
公

聴
常

任
委

員
会

　
　

　
　

〒
990-0792　

山
形

県
西

村
山

郡
西

川
町

大
字

海
味

510　
TEL 0237-74-5055　

FAX 0237-74-2601　
印

刷
／

寒
河

江
印

刷
㈱

平
成

30年
７月

１７日
発

行
105号

次回定例会は
９月です

皆さん傍聴して
みませんか

（9月3日～14日の予定）

パソコンのインターネット
でもご覧いただけます

議会へのおさそい
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●ご感想お寄せください。 ファクシミリ：74-2601
メール：giji@town.nishikawa.yamagata.jp

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

６
月
は
定
例
議
会
、
各
委
員

会
、
ま
ち
づ
く
り
応
援
団
の
総

会
、
各
事
業
へ
の
参
加
な
ど
勉

強
を
重
ね
、
新
人
議
員
と
し
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
と
一
緒
に
町
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

秋
の
菊
ま
つ
り
に
向
け
、「
き

れ
い
な
花
が
咲
き
ま
す
よ
う
に
、

お
互
い
が
ん
ば
ろ
う
ね
。」と
、

菊
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

熱
中
症
対
策
を
し
て
、
元
気

に
夏
を
の
り
き
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
（
大
泉
奈
美
）

※上記QRコードを
　スマートフォンな
　どで読み取ると、
　議会ホームページ
　にアクセスします。

編
　後
　集
　記

ち
か
ら
特
別
な
メ
イ
ク
も
し
て

も
ら
っ
て
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
と
、

子
ど
も
た
ち
は
よ
り
一
層
キ
ラ

キ
ラ
輝
き
ま
す
。

想　

い

　

ダ
ン
ス
の
基
本
的
な
ス
テ
ッ

プ
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ

と
同
じ
く
ら
い
大
切
に
し
て
い

る
の
は
、
ど
ん
な
場
面
で
も
自

分
を
思
う
存
分
表
現
で
き
る

「
心
づ
く
り
」
で
す
。

　

私
自
身
、
ダ
ン
ス
と
出
逢
っ

て
人
生
が
そ
れ
ま
で
と
は
全
く

違
う
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
も

と
も
と
極
度
の
引
っ
込
み
思
案

で
し
た
が
、
ダ
ン
ス
を
通
し
て

様
々
な
経
験
を
し
、
気
づ
い
た

頃
に
は
表
現
す
る
こ
と
が
何
よ

り
楽
し
く
、
そ
れ
ま
で
の
人
生

よ
り
生
き
や
す
く
も
な
っ
て
い

「元気な子どもたち」シリーズ 5

さ
ん
方
ま
で
、
合
わ
せ
て
25
名

の
メ
ン
バ
ー
が
元
気
に
ス
テ
ッ

プ
を
踏
ん
で
い
ま
す
。

き
っ
か
け
は
ス
ポ
サ
ポ
西
川

　

今
か
ら
９
年
前
、
ス
ポ
サ
ポ

西
川
（
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
「
ス
ポ
ー
ツ
サ
ポ
ー
ト

西
川
」
）
が
発
足
し
ま
し
た
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
ヨ
ガ
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
と

一
緒
に
ダ
ン
ス
教
室
と
し
て
立

ち
上
げ
て
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　

当
初
の
メ
ン
バ
ー
は
た
っ
た

一
人
で
し
た
が
、
今
で
は
子
ど

も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
お
母
さ

ん
方
も
参
加
し
て
く
だ
さ
る
よ

う
に
な
り
、
よ
り
華
や
か
な
ク

ラ
ブ
へ
と
成
長
し
て
い
ま
す
。

　

年
を
追
う
ご
と
に
活
躍
の
場

を
広
げ
て
、
現
在
は
町
内
外
の

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
ダ
ン
ス
を

披
露
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

も
、
特
に
大
き
な
目
標
と
し
て

い
る
の
が
「
西
川
町
文
化
祭
」

で
す
。
普
段
は
し
な
い
よ
う
な

髪
型
や
衣
装
に
、
お
母
さ
ん
た

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す

　

西
川
ス
マ
イ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、

毎
週
月
曜
日
の
午
後
７
時
か
ら

町
民
体
育
館
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
下
は
３
才
か
ら
上
は
お
母

ま
し
た
。
そ
ん
な
経
験
か
ら
、

子
ど
も
た
ち
に
は
、
ダ
ン
ス
の

魅
力
を
体
で
伝
え
、
自
分
を
表

現
す
る
強
く
て
柔
ら
か
な
心
が

育
つ
よ
う
声
が
け
も
し
て
い
ま

す
。
そ
う
し
て
ダ
ン
ス
で
鍛
え

た
心
と
体
を
今
後
の
社
会
生
活

の
中
で
も
大
い
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

西
川
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
テ

ー
マ
「
キ
ラ
リ
☆
月
山 

健
康 

元
気 

に
し
か
わ
！
」
の
と
お

り
健
康
で
元
気
、
そ
し
て
、
個

性
の
キ
ラ
リ
と
光
る
子
ど
も
が

た
く
さ
ん
増
え
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

伊 藤  浩 子 さ ん （海味）

西川スマイリークラブ
ダ
ン
ス
で
心
づ
く
り

▲ 鏡でダンスをチェック


